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•福島市長、調整交付金の陳情 ･････････････････････････････ 2
•つがる市斎場竣工 ･･････････････････････････････････････････ 3
•全国スポーツレクリエーション祭 ･･････････････････････ 4
•第3回伝統芸能保存フェスタ ･････････････････････････････ 5
•つがる市老人福祉大会、統合中学校（仮称）校舎着工 ･･･  6～7
•街の話題 ････････････････････････････････････････････････  8～9
•おしらせ ･････････････････････････････････････････････  10～15

主  な  内  容

● 市の人口と世帯数 （平成19年10月1日現在） ● 人口　39,036人（男 18,680人／女 20,356人） ● 世帯数13,357世帯

おいしいお米が収穫できましたおいしいお米が収穫できました
　9月20日、柏小学校 5年生が学校田の稲刈り作業を
行いました。
　昔ながらの足踏み式脱穀機を体験した後、
機械での脱穀と比較しながら、農作業のうつ
りかわりを学びました。
　11月の収穫感謝祭が楽しみです。
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　防衛省は８月29日、在日米軍再編への協力度合いに応じて支払う再編交付
金について、受給候補地の交付額の算定基準を盛り込んだ運用概要をまとめ
ました。
　つがる市は、航空自衛隊車力分屯基地にある米軍の弾道ミサイル警戒用施
設「Ｘバンド・レーダー」が国の交付金の対象となっていることから、９月
４日、衆議院安全保障委員会が県内施設の視察の際に、木村太郎（当時）委
員長へ「基地周辺対策に関する要望」を陳情しました。

　福島市長は「本市は、車力分屯基地を設置以来運用にあたってはこれまで数々の協力をしてきました。また、昨
年日本で初めての米軍による弾道ミサイル防衛のためのＸバンド・レーダー・システムの配備を受け入れし、現在
米軍車力通信所として運用されていますが、基地周辺対策に係る経費が地元に転嫁されることにも財政の圧迫にも
つながるものであるため、国においてつがる市の実情をご理解いただき特段の配慮をお願いします」と陳情しました。
　これに対し、木村委員長は「今日は防衛省、外務省の担当も同行していますので、委員会という場を通じて、皆
さんが日米安全保障の体制の下にＸバンド・レーダーを受け入れ、地域との信頼関係を構築するために、地元とし
て大事な判断をされたと思いますので、関係省に対して、皆さんと一緒の思いで要求していきたいと思います。」
と福島市長に約束してくれました。

　

要　

望　

事　

項

１ 　

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
・
シ
ス

テ
ム
の
調
整
交
付
金
の
対
象
に
つ

い
て

　

米
軍
資
産
に
つ
い
て
は
、
日
米
協

定
に
基
づ
き
非
課
税
扱
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
そ
の
影
響
額
を
国
が
調

整
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は

移
動
式
で
あ
る
と
い
う
総
務
省
の
見

解
か
ら
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
レ
ー
ダ
ー
周
辺
に

立
ち
入
り
制
限
区
域
が
設
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
安
全
確
保
の
た
め
半
径
・

高
さ
６
㌖
に
わ
た
り
飛
行
制
限
空
域

が
設
け
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

米
軍
関
係
者
は
「
通
信
等
イ
ン
フ
ラ

（
基
盤
）
と
連
動
し
て
お
り
、
車
力

通
信
所
以
外
で
の
運
用
予
定
は
無

い
」
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
一
部
タ
イ
ヤ
が
装
着
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
移
動
車
両
と

し
て
取
り
扱
う
に
は
疑
問
で
あ
り
、

調
整
交
付
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

２ 　

市
道
の
買
い
上
げ
及
び
代
替
道

路
の
付
け
替
え
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
Ｃ
地
区
を
横
断
す
る
市
道

（
豊
富
18
号
線
）
は
海
岸
に
通
じ
る

道
路
で
、
こ
れ
ま
で
、
農
、
漁
業
関

係
者
が
多
く
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に

伴
い
警
備
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
自
動
小

銃
を
持
ち
地
域
住
民
に

色
々
訪
ね
た
り
す
る
こ

と
に
、
住
民
は
大
変
な

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

又
、
日
米
両
国
の
基

地
関
係
者
の
車
両
も
頻

繁
に
通
行
す
る
こ
と
か

ら
、
市
道
の
維
持
・
修

繕
に
は
多
額
の
財
政
負

担
も
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
同
市
道
を

国
に
買
い
取
っ
て
戴
く

と
共
に
、
代
替
道
路
の

敷
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

至 十三

つがる市
車力町

至 出来島

車力漁港

広域農道（メロンロード）

つがる市
富萢町
つがる市
富萢町

至 十三

つがる市
豊富町
つがる市
豊富町

つがる市
車力町

至 出来島

市営
「豊富18号線」
市営
「豊富18号線」代替要望道路代替要望道路

車力漁港

広域農道（メロンロード）

　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
運
用
に
伴

い
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
米
軍

関
係
者
に
向
け
て
、
市
は
つ
が
る

警
察
署
の
協
力
を
得
て
日
本
語
と

英
語
を
併
記
し
た
道
路
標
識
を
市

道
２
カ
所（
４
枚
）に
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
に
米
軍
関
係
者
の
物
損

事
故
が
相
次
ぎ
、
米
軍
関
係
者
は
日

本
の
交
通
標
識
を
知
ら
な
い
人
も
い

て
、
事
故
を
懸
念
し
交
通
安
全
対
策

を
強
化
す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
標
識
は
一
時
停
止
を

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」、速
度
落
と
せ
を
「
Ｓ

Ｌ
Ｏ
Ｗ　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
と
表
示
し
て

お
り
、
柏
地
区
と
富
萢
町
地
区
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
箇
所
を
調
査
し
な
が
ら
、
来

年
度
以
降
も
順
次
数
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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【使 用 料】

名
称 区　分 単位

金　額
市　内 市　外

つ
が
る
市
斎
場

死亡者の年齢が10歳以上 １体  10,000円  25,000円
死亡者の年齢が10歳未満
（流・死産児を含む） 〃   6,000円  12,000円

改葬のための火葬 〃   3,000円   5,000円
四肢その他人体の一部 １人分   2,000円   7,000円
小動物 1体   8,000円  13,000円

※車力斎場の使用料は現行どおりです。
ご利用の際には､ 次の事項に留意してください。
１．納棺の際の注意事項
　　 　ご遺体の尊厳を保ち、きれいな形で収骨できるようにするた
め、次に掲げるものは棺の中に入れないようお願いいたします。

　　 　ガラス製品・金属類・硬貨類・陶磁器類等の不燃性のもの・
衣類・書籍等

２．利用の心得
　⑴　茶器類は待合室に備えてあります。
　⑵　待合室等は、利用者が責任を持って後片付けをお願いします。
　⑶ 　飲食物の持ち込みは自由ですが、空カン・空ビン等はお持ち
帰りください。

　⑷　指定された場所以外での喫煙はご遠慮願います。
　⑸ 　当斎場は、つがる市が運営する施設であり、利用料金等は条
例で定められています。

　　 ｢お清め｣ や ｢志｣ などの心付けは、固くお断りいたします｡
 ３．斎場に持参していただくもの
　⑴　火葬許可証
　⑵　斎場使用許可証
　⑶ 　収骨壺及び添え花（生花）、お供え物、ローソク（大２本）、線香、
お茶葉、ゴミ袋等

　

10
月
１
日
、
新
斎
場
に
お
い
て
、
つ
が
る

市
斎
場
修
祓
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
斎

場
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
火
入
れ
式
で

は
福
島
市
長
、
髙
橋
議
長
と
工
事
関
係
者
が

点
火
を
行
い
新
斎
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
た
落
成
式

で
市
長
は
「
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
斎
場
が
近
代
技
術
の

粋
を
結
集
し
た
最
新
鋭
の
施

設
と
し
て
完
成
し
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
ご
会
葬
の
方
々
が
故
人
を

偲
ぶ
、
思
い
出
と
別
れ
の
大

切
な
場
所
と
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
施
設
は
、
旧
斎
場
の
東
側
に
建
設

　

完
成
し
た
施
設
は
、
旧
斎
場
の
東
側
に
建
設

さ
れ
、
最
新
鋭
の
技
術
を
駆
使
し
た
無
煙
・
無

さ
れ
、
最
新
鋭
の
技
術
を
駆
使
し
た
無
煙
・
無

臭
の
設
備
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
対
策
に

臭
の
設
備
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
対
策
に

も
万
全
を
期
し
て
お
り
、
新
た
に
小
動
物
用
の

も
万
全
を
期
し
て
お
り
、
新
た
に
小
動
物
用
の

火
葬
炉
を
併
設
し
、
住
民
福
祉
と
公
衆
衛
生
の

火
葬
炉
を
併
設
し
、
住
民
福
祉
と
公
衆
衛
生
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

従
来
の
斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
明
る

　

従
来
の
斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
明
る

い
近
代
的
な
建
物
と
し
な
が
ら
も
、
ご
遺
族
や

い
近
代
的
な
建
物
と
し
な
が
ら
も
、
ご
遺
族
や

ご
会
葬
の
方
々
が
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
故
人

ご
会
葬
の
方
々
が
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
故
人

を
静
か
に
偲
ぶ
、
大
切
な
場
所
と
な
る
よ
う
十

を
静
か
に
偲
ぶ
、
大
切
な
場
所
と
な
る
よ
う
十

分
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

分
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
が
る
市
斎
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
•
６
１
９
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
•
１
１
１
０

近
代
的
な
炉
前
ホ
ー
ル

窓
が
大
き
く
明
る
い
待
合
室

▲
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●時　　間
 　午前８時30分～午後５時15分
●火葬開始時間
　午前の部　９時～10時30分
　　　　　　10時～11時30分
　午後の部　１時30分～３時
　　　　　　２時30分～４時
●所要時間　告別から収骨まで約90分
●休 業 日　１月１日、２日、８月16日
●ご利用の手続き
   　斎場の使用は今までどおり、市役所市民課又
は各支所の民生福祉課で死亡届の提出と火葬許
可手続きをしていただきます。
   　小動物（ペット）の焼却は、火葬許可等（市
役所環境衛生課受け付け）の手続きを終えた後、
ダンボール箱等に入れて、直接斎場へ持参して
ください。
　 　なお、閉庁日の受け付けは本庁の日直で受け
付けしています。

【施設概要】
■所 在 地　つがる市木造下福原篠原116番地33
■敷地面積　5,771.14㎡
■延床面積　1,384.75㎡
■建築構造　鉄筋コンクリート造　一部２階建
■施　　設
　　火葬棟　 冷却室付火葬炉３基、動物炉１基、

炉前ホール、告別ホール、収骨室、
監視室、事務室

　　待合棟　 待合室(和室1室、洋室1室)、ラウンジ
　　その他　霊灰塔、駐車場
　　設　備　全館冷暖房
■総事業費　687,759千円
　内　訳　　地 質 調 査　  1,176千円
　　　　　　設 計 監 理　 24,075千円
　　　　　　建築工事費　543,900千円
　　　　　　築炉工事費　107,730千円
　　　　　　備　　　品　 10,878千円
■建築工事着工　　平成18年9月21日
■建築工事完成　　平成19年9月14日
■建物供用開始　　平成19年10月1日
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「
熱
く
な
れ
、
み
ん
な
輪
に
な
れ
、
り

ん
ご
の
国
で
」
を
合
言
葉
に
行
わ
れ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
見
る
者
を
熱
く
さ
せ

る
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
今
や
、
高
齢
者
の

ゲ
ー
ム
で
は
な
く
な
り
、
20
代
か
ら
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
最
も
若
い
チ
ー
ム
は
、
平

均
年
齢
43
歳
で
中
に
は
21
歳
の
参
加
者

も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
も
高
齢
の
チ
ー
ム
平
均
は

福
岡
県
か
ら
参
加
し
た
81
歳
で
し
た
。

　

今
大
会
の
特
別
賞
と
し
て
大
会
中

に
誕
生
日
を
迎
え
た
８

名
に
は
「
ハッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
」
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
韓
国
チ
ー

ム
が
や
は
り
強
敵
で
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
で
あ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
プ
テ
ン
が
う

ま
く
リ
ー
ド
し
な
が
ら
指

示
さ
れ
た
所
に
ボ
ー
ル
を

転
が
し
、
次
々
と
相
手
の

ボ
ー
ル
を
弾
き
飛
ば
し
な

が
ら
確
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
い

き
、
対
戦
し
た
チ
ー
ム
も
潔
く
負
け

を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。

　

地
元
か
ら
、
木
造
、
柏
、
稲
垣
の

３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ど
の
チ
ー
ム

も
善
戦
し
ま
し
た
が
、
柏
チ
ー
ム
の

島
田
あ
や
め
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
参
加
者
の
最
高
齢
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、「
つ
が
る
市
」

を
Ｐ
Ｒ
し
、地
元
料
理
の「
け
の
汁
」や「
ジ
ュ

ン
サ
イ
汁
」
を
ふ
る
ま
い
、
ね
ぶ
た
囃
子
や

稲
垣
レ
ク
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
は
青
森
を
つ
が
る

市
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
の
傍
ら
で
は
、
夏
の

カ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」
の
体
験
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
福
島
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
、
つ
が
る
市
に
集
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

❀
大 

会 

成 

績

１
位
グ
ル
ー
プ

　

 　

木
次(

島
根
県)

、
滝
見
ク
ラ
ブ(

宮
城

県)

、
天
啓
ク
ラ
ブ(

三
重
県)

、
韓
国
Ａ
、

石
和
し
ん
め
い(

山
梨
県)

、
国
富
町
Ｇ
Ｂ

ク
ラ
ブ(

宮
崎
県)

２
位
グ
ル
ー
プ

　
 　

焼
津
ク
ラ
ブ(

静
岡
県)

、
若
葉(

茨
城

県)

、
美
保
関(

島
根
県)

、
川
崎
ク
ラ
ブ

(
宮
城
県)

、
須
玉
あ
ず
ま(

山
梨
県)

、
茂

原
コ
ス
モ
ス(

千
葉
県)

韓国チームは強かっ
た！

稲垣チームVS広島県チーム

大会最高齢の、柏の島田あやめ
さん（92歳）もがんばりました

戦況を見る木造チー
ム

つがる市と韓国の友好親善
ではペナントを交換

　９月23・24日につがる地球村ゲートボール場で開催された、第20回全国スポーツレクリエーション祭ゲート
ボール大会は、全国から86チームと韓国から２チーム約850人の選手と延べ250人のスタッフ、約1000人の来
場者が地球村に訪れ、盛大に開催されました。




